




【PFASの特徴】
・化学的安定性から、種々の工業で活用。
・環境残留性や生物蓄積性が報告、健康影響が懸念。
→各国で製造、輸出入、使用、排出等が制限され、
規制は年々厳しくなっている。

PFOS
8 Carbon/スルホン酸

PFOA
8 Carbon/カルボン酸

反射防止剤

メッキ処理剤

泡消火剤 等

PFAS
化学的安定性
撥水撥油性

界面活性剤

炭素数（分子量）と末端の官能基が異なる
多種類のPFASが存在する

・液固比：500～1000で吸着剤を添加。

・5種類のPFASで評価。

→いずれの吸着材も高い吸着性能。

◎イオン交換樹脂は特に優れた性能を示す。

Kd値測定結果 (単位：L/g、室温)

ライフ試験2(WMT-718B)の結果

環境水等で検出される種々のPFAS除去対策が必要である。
当社の持つ吸着材のPFAS除去性能評価を行った。

◎当社がご提案するPFAS除去用イオン交換樹脂
WMT-718B          XSS-222B-Cl（TP108DW相当品）

Kd値測定試験(バッチ試験)

通水試験(カラム試験)

1.環境水のPFAS検出状況を参考にPFAS濃度

を設定、1年分を負荷する濃度加速試験。

◎活性炭以外の吸着剤は破過せず。

◎当社のPFAS除去用吸着材は、種々の有機フッ素化合物の除去に有効です。

◎PFASの特性や種類、濃度により最適な提案を目指します。

◎サンプル提供や評価試験、共同研究の依頼など、お気軽にご相談ください。

2.WMT-718Bについて、濃度設定を変更し、

5年分を負荷する濃度加速試験を実施。

◎数年の処理に対応できる可能性が示唆された。

2年負荷 3年負荷 4年負荷



【PFASの特徴】
・化学的安定性から、種々の工業で活用。
・環境残留性や生物蓄積性が報告、健康影響が懸念。
→各国で製造、輸出入、使用、排出等が制限され、
規制は年々厳しくなっている。

【当社のPFAS吸着材】
純水製造や排水処理などに多数の実績のある、
イオン交換樹脂技術を活用。

⇓

PFAS吸着性能の高いものを選定。
PFOS

8 Carbon/スルホン酸
PFOA

8 Carbon/カルボン酸

反射防止剤

メッキ処理剤

泡消火剤 等

PFAS
化学的安定性
撥水撥油性

界面活性剤

炭素数（分子量）と末端の官能基が異なる
多種類のPFASが存在する

◎当社のPFAS除去用吸着剤は、種々の有機フッ素化合物の除去に有効です。

◎処理量が数m3/h規模であれば、カートリッジ式処理装置で対応可能です。

◎装置のお見積りなど、お気軽にご相談ください。

●樹脂量300ℓ（50ℓ×6本）まで積載可能
◎最大処理量：6m3/h（144m3/d）
◎概略サイズ：2m×1m×2mH

相模原市での実証試験機



【PFASの特徴】
・化学的安定性から、種々の工業で活用。
・環境残留性や生物蓄積性、健康影響が懸念。
→各国で製造、輸出入、使用、排出等が制限され、
規制は年々厳しくなっている。

【当社のPFAS除去の取り組み】
・長年のイオン交換樹脂取り扱い技術の経験を踏
まえ、環境水向けPFAS吸着用イオン交換樹脂を開
発。

この技術をベースに、気相用「PFAS除去
フィルタ」の開発に着手。

PFOS
8 Carbon/スルホン酸

PFOA
8 Carbon/カルボン酸

反射防止剤

メッキ処理剤

泡消火剤 等

PFAS
化学的安定性
撥水撥油性

界面活性剤

炭素数（分子量）と末端の官能基が異なる
多種類のPFASが存在する

大気通気試験結果

◎当社のPFAS除去用吸着材は、種々の有機フッ素化合物の除去に有効です。

◎大気中のPFAS除去にも有効です。

◎サンプル提供や評価試験、共同研究の依頼など、お気軽にご相談ください。

●大気を通気したのち、フィルタを再生し

PFAS分析を実施。

PFASを吸着・除去できる可能性が示唆

された。

気相用PFASフィルタ 分析用47mmφフィルタ ガス処理用ユニット例

●以下の2種類をラインアップ。



慢性中毒

◎無機フッ素に対して選択性が高く、各水質基準を満たした処理が可能です。

◎ラインナップの中から用途によって最適な吸着材を提案します。

◎吸着材供試や評価試験、共同研究の依頼など、お気軽にご相談ください。

基準値(mg/L)項目

8
排水基準

(海域以外の公共用域に排出されるもの)

15排水基準(海域に排出されるもの)

0.8水道水

・F 30～50mg/L以上の高濃度域で有効
・共存イオンの影響で処理が不安定

・低濃度域で使用可能
・フッ素の選択性が高い

吸着材が必要

組み合わせ
または
単独処理

一般的な陰イオン交換樹脂と比較し
吸着量は約4倍

水道水質基準を満たした処理が可能
再生して繰り返し使用可能

フッ素は一律排水基準および
水道水質基準が定められている。

水道水 カラム試験

排水模擬水 カラム試験

排水基準を満たした処理が可能
高塩濃度中から約10g/L-R吸着
再生して繰り返し使用可能

凝集沈殿法(例：Ca） 吸着法

≪フッ素およびその化合物の基準値≫

2F-＋Ca2+→CaF2↓ (溶解度8mg/L)

凝集沈殿法では基準値を安定的
に満たすのは難しい。

フッ素は通常のイオン交換樹脂
では吸着しにくい元素の一つ。

⇒当社の吸着材が有効

原液：水道水＋フッ素2mg/L

原液：Cl,SO4 各1,000mg/L＋フッ素50mg/L

≪水道水試験での吸着グラフ≫

≪排水試験での吸着グラフ≫

水道水質基準

※汎用陰イオン交換樹脂
では吸着不可

排水基準
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選 択 性交 換 基

重金属全般。Cu, Hg, Pb, 
Ni, Zn, Cd,など広く対象。

イミノジ酢酸

Hgや貴金属の回収、除去。ポリアミン

Cuや貴金属の回収。アミドキシム

Hgや貴金属の回収、除去。チオ尿素

Hgを選択的に吸着。セミチオカルバミン酸

◎特定の金属イオンを選択的に吸

着する「キレート樹脂」は、排水

規制の遵守や貴金属回収など、地

球環境への負荷を減らす技術とし

て使用されている。

【キレート樹脂の種類】

・様々な官能基の種類があり、対象金属

の選択性が異なる。

【キレート樹脂の金属吸着反応】

・金属イオンと錯形成することで、夾雑

イオンの存在下でも選択的に吸着する。 イミノジ酢酸キレート樹脂の反応例

処理後処理前元素

<0.012.99Pb (mg/L)

【排水からのPb除去試験】

・Pbの環境基準値は「0.1mg/L以下」。

・排水をキレート樹脂で処理。

→環境基準を大幅にクリア。

【Auの回収】

・Auを含むPb、Cu、Ni含有工場廃液から

Auのみを回収する案件。

・種々のキレート樹脂で処理試験を実施。

→Auのみ回収が可能な樹脂を選定。

排水からの鉛除去試験結果

工場廃液からのAu回収試験結果

◎キレート樹脂は特定の金属を選択的に吸着するため、

①排水中の有害金属除去、②貴金属の回収などに広く活用されています。

◎多くの実績から被処理液の特性を踏まえ最適なキレート樹脂を御提案します。

処理後処理前元素

<146Au(mg/L)

92106Pb (mg/L)

59106960Cu(mg/L)

689759Ni(mg/L)



◎Liの選択的吸着、純水による溶離が可能です。

◎その他、各種用途向けに様々な特性を有する吸着剤を評価しています。

◎吸着剤供試や評価試験、共同研究の依頼など、お気軽にご相談ください。

処理後（ｇ/L）処理前（ｇ/L）イオン種

0.181.74Li

0.380.41Ca

1921K

11.112.0Mg

5156Na

0.290.43B

7.08.9SO4

140150Cl

＜アタカマ湖模擬水のLi回収試験＞ 0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

処
理
液
濃
度
（
ｇ
/L
）

通液量（BV）

Li 破過曲線【特徴】
◆Liのみ選択的に回収が可能。
◆Li吸着容量：≧4.0g/L-R
◆純水で溶離でき、100％近く溶離可能。
◆高塩濃度でも性能を発揮。

◆工程がシンプル
◆短時間で処理可能
◆溶媒抽出と比べ、
薬液の使用量が少ない

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

溶
離
液
濃
度
（
ｇ
/L
）

通液量（BV）

Li 溶離曲線

◆天日濃縮法：時間がか
かる、溶媒抽出の工程
が複雑

◆複数のキレート樹脂に
よる精製が必要

【従来技術】

【吸着剤のメリット】
◆リチウムイオン電池
電気自動車、PC、ス
マートフォン など

◆ガラス原料

EVバッテリーを中心
にLiの需要が増加。

【Liの用途】



1．環境分野：海水など環境試料の分析用途 2．鉱業分野：岩石、鉱物などの組成分析用途

3．農業分野：農薬などの分析用途 4．医療分野：治療用放射性核種の分離・分析用途

5．原子力分野：環境中の放射性核種の分離・分析用途 （詳細はお問い合わせください）

・精製樹脂ムロマック®は当社独自の方法で精製・整粒された
分析用イオン交換樹脂。
・製造時の夾雑物を処理により効率よく除去すると共に、
粒度 分布がより狭く調整されている。
・これらの処理により、正確で再現性に優れた分析が可能。

・交換容量（樹脂母体構造の多孔性）と粒径分布の異なる
ラインナップにより、幅広い対象の分離が可能。

・ムロマック®ミニカラムを用いると、簡便にクロマト分離が可能。

ムロマック®50WX8ムロマック®50WX4ムロマック®50WX2

スチレン系、ゲル・タイプ樹脂母体

1.71.10.6総交換容量(eq/L)

粒度（㎜）
0.35-0.18

0.25-0.11

0.15-0.06

粒度（㎜）
0.35-0.18

0.25-0.11

0.15-0.07

粒度（㎜）
0.84-0.30

0.30-0.15

0.18-0.07

表示粒度（Mesh)

50-100

100-200

200-400

H+型市販イオン形

ムロマック®1X8ムロマック®1X4ムロマック®1X2

スチレン系、ゲル・タイプ樹脂母体

1.21.00.6総交換容量(eq/L)

粒度（㎜）
0.35-0.18

0.25-0.11

0.11-0.04

粒度（㎜）
0.35-0.18

0.25-0.11

0.15-0.06

粒度（㎜）
0.84-0.25

0.25-0.11

0.18-0.07

表示粒度（Mesh)

50-100

100-200

200-400

CL-型市販イオン形

【カチオン交換樹脂】
【アニオン交換樹脂】

共に３種類の交換容
量、３種類の粒度分
布の製品を用意して
います。

受注後に洗浄を実施
し、樹脂からの溶出
物をUV透過率で管
理しています。

精製樹脂ムロマックの使用例（公開論文・文献より）



・ポリプロピレン製で耐薬品性に優れます。
・リークやテーリングの少ない精度の高い
クロマトグラフィーが可能です。
・目皿を取り換える事で再利用が可能です。
・複数接続して使う事で、一度で複数種類の
イオン交換樹脂の連続通液試験ができます。
・使用する樹脂量が少ないため、
原液量が少ない場合でも通液試験ができます。

液溜槽容量
(ml)

容量
(ml)

長さ
(mm)

内径
(mm)

種類

8.01.0505.0～5.5S

10.02.5586.5～8.5M

5.0※110.011810.0～11.0L

※1連結キャップを使って50ml注射器と接続すると便利です。

・ガラス製で耐薬品性に優れます。
・樹脂量を多くしての試験が可能です。
（多量の処理液を必要とする場合など）
・枝管付きタイプは液枯れ防止効果があります。
・イオン交換反応が可視化されます。

充填容量
(ml)

縦
(cm)

横
(cm)

種類

30.0288S

100.032.58.5M

40435ロング

S M ロング

1．環境分野 ：海水など環境試料の分析用途 2．鉱業分野：岩石、鉱物、石英などの組成分析

3．農業分野：植物などの分析 4．生化学分野：タンパク質、生体などの精製研究

5．原子力分野：高レベル廃棄物の処理法研究 （詳細はお問い合わせください）

ムロマックミニカラムの使用例（公開論文・文献より）




